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本論文は、デンマークの高等学校における屋内広場のような共用空間「コモンコア」の

空間構成と使われ方を明らかにするものである。デンマークの教育システムを把握した上

で 5 つの特色ある校舎を選定し、「コモンコア」の物的な構成と使われ方を記録した。教

職員のみならず設計者へのヒアリングも行われるなど、丹念なデータ採集のもと「コモン

コア」とはどのような空間であるのかに迫っている。その結果、成熟社会における高等教

育の空間はどうあるべきか、多様性を許容する空間はどうあるべきか、に示唆を与えるこ

とに成功している。知られていない魅力的な空間を発見し、その背景を調べ上げた上で現

地へ赴いて関係者に話を聞き、できうる限り定量的なデータを示して客観的な分析を行っ

た。執筆者の総合的な能力とその姿勢は今後のさらなる発展が期待でき、日本建築学会奨

励賞に相応しいものとして評価できる。 
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本論文は、瓦師という存在、その活動拠点、移転に着目することで、これまでとは違っ

た視点から近世建築の状況に迫ろうとしたものである。手続きは基本に忠実で、賀茂別雷

神社に伝わる『日次記』という史料を用い、元文年間の福田加賀の移転に関する情報を抽

出していくというもの。とくに申請方法や手続き、条件に関する内容が整理され、最終的

に、福田加賀の柊原への移転・開窯の年代、移転に関わった組織や人物が特定された。

『日次記』に記される情報は新しい知見になる一方で、状況のすべてを明らかにするわけ

ではないという限界も抱えるわけだが、著者の考証はきわめて手堅く、史料からわかるこ

と、それでも不明であることをしっかり明示し区別している。新規の学術的視点と堅実な

論証手続きがバランス良く噛み合い、完成度の高い仕上がりになっている。以上の理由に

より、本論文は日本建築学会奨励賞にふさわしいものとして評価できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 




